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圧]安全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財塵への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただ<ことを説明しています。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示 で区分し、説明してしほす 。 

X —. * • ■ A —— 、 r この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が 

/1\ を除 f DANGER ) 死亡、重傷を負う危険、または火災の危険び差し迫 

ム_^/レ ^ WI .1 ly 〇て生じることび想定される内容を示しています。 


A ち険 (danger) 

~ A 巧一 U / . A 、"[ この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 

/i\ 警告 （WARN NG) が死じ重傷を負う可能性または火災の可能性 

ム "^5 口、 vvr^vi II ^111 vwy が想定される内容を示していまず。_ 


A 注意 (CAUTION) び傷^を負ち可能性や物の損害の発生び想定され 

お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 








この絵表示は、「禁止」 
されている内容です。 


この絵表示は、必ずして説日月文中の 「お願い」 事填は、本機を誤りなく正し 
いただく「指示」巧容です。くお使いいただくための内容び記載されています<： 



A 危険 （ DANGER ) 


★ガソ y ン使里禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高い油ま、絶対に使用しないでください。 
か量の混入でち、火災の原因になります。 





告 ( WARNING ) 


女給排気筒 ( 管 ，ホース ）がれ危険 

給排気筒(管、ホース ）-__〜 _ _ _ 


び外れたまま使用し胃 
ないで < ださい。 == 

がれでいると運転中二£ 
に排ガスび室のに漏 m 
れて、危険です。 

女スプレー宙厳禁 I 

スプレー おやカセット 
こんろ用ボンベなどを 、 fp 
ス I -ーブの前や温風の: 
あたる所に放置しない i 

でドホ M - 

熱でちの圧力が上がり、^ 
爆発して危険です。 



0 


I 女給排気 筒トップ 閱そ < 危険！ 

給排気筒トップの周りが雪でみさがれたままで 
使用しないでください。ふさがれているとをは、 
除雪してください。 

閉そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れて、 
危険です 。I 11。。 II 。11 


0 


0 


巧類の乾燥厳禁 

お類などの乾燥には使用しないでください。 
衣類び乾燥すると、ス I -ーブの熱気でゆれて落 
下して义びつさ、火災の原因になります。 


★温風吹出□をふさがない 

衣類、紙などで温風吹グすす） — 

出口や空気取入口をみ 

さげないでくださし、。 4 lJ^LJ I XJ 
を類、紙などでふさぐと、 

異常燃焼や火災の原因 ^ If»I 禁止 

になります。 イー… 




0 










田ま全のために必ずお守りください 



確認 


告 （ WARNING) 


★定期点検の実施 

定期的 (2 年に1回程度)に点検•整備を受けてください。 
点検を受けずに長期間使用し続けると、故障や 
事故の原因になり危険です。 

点検•整備はお買い巧めの販売店や資格者のい 
る店に依頼してください。 


★ご自身での据付け•移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業者にご依頼くださし、。 
(ストーブを移設させる場合を同じです。） 


意 （ CAUTION) 


テン 、寝具をど可燃物近接禁出 

力ーテン、布団や毛布など燃えやずいをののそ 
ばで使用しないでください。 

ス I ''ーブの熱気で着火して火災び発生するおそ 
れがあります。 

可燃物との離隔胆離については4ぺージまたは 
工事説明書の I ★可燃物と の距離を離ず I を参 
照してくださし、。 レ ,.I 


全異靖時使里禁止 I 

万一異常を意じたとさは、使用しないでください。 
異常燃焼のおそれびあります。 _ 


★給油時消乂 


I ★ミ由漏を確 I を 

給油口□金は確実に締めてください。 

給油□□金を下にして、油漏れびないことを確 
かめて < ださし、。 

給油□□金を斜めに締めたりすると、簡単に給 
油□□金び外れ、乂災のおそれびあります。 


給油は、必ず消火していることを確認し、他に乂 
の気のない所でおこなってください。火災のお 
それびあります。 _ 


★高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部、給排気筒トップ、ル 
-) く一などに手などふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 


み温風に 直接あた 5なし 、I 

温風に直接長時間あたらないでください。低温 
やけどや、脱水症がになるおそれびあります。 

温風を直接吸い込まないでください。気分が悪 
くなることびあります。 


接独禁止 


I 女指や異物を入れない I 

温風吹出口や空気取入口などに、指や可燃物、針金などの異物を 
入れないで < ださい。 

けびや乂災のおそれびあります。 


0 

禁止 

0 













意に AUTION) 


★腰をかけたり物をのせない 

ス I -ープの上にのったり、腰をかけたりしないで 
<ださい。ス I -ーブの故障や、やけどのおそれび 
あります。ストーブの上に花びんや、水を入れた 
をのなどを置かないで<ださレ。水がかかると 
漏電や故障のおそれがあ0ます。 



分解修理の禁止 I 

故障、破損した5、使巧しないでくだ 
さい。 

不完全な修理は、危険でず。 

全改造使用の禁止1 

改造して使用しないでください。 

また、ストーブや給排気筒には床暖房 
巧の熱交換器などを取り付けないで 
<ださし、。 

火災や、排ガスが室内に漏れる原因 
となり、危険です。 

★電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり傷 
付たりまねたり、物をのせたり加工し 
ないで < ださい。 

また、電源プラグをお < と去は、コー 
ドを持って弓 I さおかないでください。 
電源コードが破損し、乂災や感電の 
原因にな0ます。 


み長期間使用しないときは電源プラ 

長顯間使用しないときは、電源プラ 
グをコンセントか5抜いてください。 
火災や予想しない事故の原因となり 
ます。 


0 

禁止 

分解禁止 

0 


0 


ブラグを巧り 

驟プラグを揉く 

10 


給排気筒付近の可燃物近接禁止1 

給排気筒トップの近くに、灯油や可燃物など引火 
のおそれのあるをのを置かないでください。乂 
災のおそれびありまず。 



0 


度電源プラグは確実に差しをを 

電源プラグはコンセントに根元 
まで確実に差し込んでください 。 M A 
(また、傷んだプラグやゆるんだ M 

]ンセントは使用しないでくだ 
さい。） 指で 

火災の原因になります。 

霖れた手でのおを差しはしない 
でください。 \ m レ。か… 

感電の原因になります。_ liX 

み電源プラクタ )_ お手入れをず司 

ときどきは電源プラグを披き、ほこり(及 
び金11物）を除去してください。 Mm 

(ほこりや異物がたまると湿気などで mfl 
絶緑不良にな 0) 火災の原因にな0 

ます。 指。： 


〇 


★ぶ子様やを年寄りをさ'使用に注意 

お子様やお年寄り、体のご不自由な 
かたびお使いになる場封よ、やけど崖龜 
などについて、周囲の人麻分にミち W 
意してください。 


み高地(標高15日 Om 切上)では使用禁止 

酸素濃度び薄いので不完全燃焼します。 

1 000-1 5日日 m の場巧では再調整び必要ですので、 
工事説明書の I 高地仕様への変更のしかた I を 

参照してください。 

〇 

^ 使用禁止 


み可燃性ガス使用禁止 I _ yO 

スト-ブを使用している部屋で、可燃 /\A /□_ 11 r IX 

性ガスび発生するもの（ガソ U ン、ベ NJ み p を Vi ^ 

ンジン、シンナ_)、スプレーを使用 f\A 使用禁 J 

しないでください。 使用禁止 ^ 

火がや故障の原因になります。 _ __ 

女巧面に達意 ] 

ほこりや、タバコの煙などにより、温風吹出□周辺の床面が汚れたり変色することがあります。/ "\ 
また、熱に弱いジュータンや床の上で長時間使巧ずると、変色したり、そり返ることびありま '■ 、 
すので、熱に強いマットなどを敷いてください。 ミち意 




のを全のために必ずお守りください 



願い （ NOT に E ) 


固使用する場所 


★効果的に使 用す るたゆに 

•温風の循環を妨げるを III ク I 
のびない場所に設置し J _II f ] 
て < ださい。 


♦外気に接する窓の下や 
壁側に設置すると効果 
的です。 


•熱に弱い カー ペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることびあります。 
熱に強いマットなどを敷いて < ださい。 


灯油の廃棄処分は、巧油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


意 （ CAUTION ) 


★可燃物との距離 を離す I 

ス I -ープから周囲の可燃物までの離隔距離は図のよラにしてください。 


標準据づけ例 


§1固定金具 


※保守•なおのために M ■側は30加 m 上がしてくださし1 


誦加 L ソ上 


給扫原巧トツプ 


※不燃巧の場合は3日加な上 


女'灯油の廃棄 
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外親図 



フアンフイ j レター 

(温風用空気取入口） 対流用フアンモーター 








固香部のなまえ 


操作•表示部のなまえと使いかた、「点な」-「点滅」の意味 


運転スイッチ 

運転の入•切をおこないます。 


「同使いかた」の賠乂のしかたし巧イマー運乾 
のしかたし [ M ■火のしかた]参照 


給油ランプ 


ち巧…… 

油タンクび空になって消乂ずる10分前に点むと同 
時にブヴーが鳴り、残 D 燃焼時間(分)を表示します。 
点滅（運転停止）…… 

灯油がなくなり自動消火しました。 


室温/時刻をわせポタン 


窒温の設定、時刻の設定に使います。 


r 囲 使用前の準備」 の 兩在時刻の設定をしかた I 、 
r 固 使いかた」 の I 室温調節のしかた I 、 I タイマー 
蓮乾のしかた I 参照 


チヤイ J レド□ツクランプ 

点な ……チャイルド□ックび設定されています。 


チャイルド□ックポタン_ 

チャイルド n ックの設定•解除をおこないます。 

「固 使いかた」 の I チャイルド□ックのしかた I 参照 


_運転ランプ_ 

点滅 ……そ熱中です。 

点灯 ……運転中です。 

「固使いかた」 の I 点义のしかた I、I タイマー運 
転のしかた]、 I 消义のしかた I 参照 



_ タイマーランプ 

点な ……タイマー運転待機中です。 
点滅 ……タイマー時刻を設定中です。 


タイマーボタン 

タイマー運転をおこなラと去に使います。 

r 固 使いかた J の I タイマー運輕のしかた I 参照 


エコランプ 


点な ……エコ運転が設定されています。 



エコ ボタン 


エコ運転の設定•解除をおこないます。 


「己使いかた」 の エコ運乾のしかた 参照 

























デジタル表示部 


■温度表示 

設定温度…… 

1日む〜32でまで設定温度を選択でをまず。 
室内温度 . 

一9む〜3日むまで表示します。 

■低温表示•高温表お 

「しコ J ……室内温度び一1日む)；(下。 

r H . J ... …室内温度が3目でな上。 

爾1面設定:温度 室内温度 


巧 B ぶ 


に)タィマ- 

■タイマー運転時刻表示 
タイマー運転設定時を表示します。 


口]:] 


\ww\ 設定:湿度 室内湿度 


画晒 


•タイマ- 口口 


■給油に関ずる残り燃焼時間 
残り時間を表示します。 

※巧ミを切れ時「—」を表示します。 


■ク リー ニン グ燃焼表示 

ク U —ニング燃焼の殘り時間を表示します。 

設定温度 室内温度 


田困 



〇タイマ- 


口王〕 


■現在時刻表示 
現在の時刻を表示します。 


柱含油」設定温度 

[遍度 ■ 

ifitl H 


室内湿度 



CD タイマ- 


ロェ] 


■故障•異常により自動消火したときのエラー表示 

自己診断機能により、異常時にはご〜 

を表 7 K します。_ 

( r 师1 1故障•異常の見分けかたと処量ち法1 」参照） 

[ M 設定温度 室内温度 



t — 



ロクイ マー ロェ〕 


設定温度 


室内温度 



〇タイマ. 


口口 


■エコ 運範表示 

エコ運転中を表示します。 



{wm 設定温度 室内湿度 


B 旧 



〇タイマ. 


■不完全燃焼通知機能により自動消乂したときの ■再点乂防止機能により自動消火したときの 

エラー表示 エラー 表示 

不完全燃焼通知機能の連続作動回数により rWHH M FHHHS ' J を表示します。 

を表示します。 


n 給釉設定温度 室内 

IIHHIi H 


室内温度 


設定:温度 室内温度 

ifwVw 


ロエコ 


ロエ] 
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囲使用前の準備 



©燃料は、好油 （ J 旧1号丹油）を必ず使用してください< 



★ガソ U ン使用禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないで < ださい。 

少量の混入でち、乂災の原因になります: 


0 ® ®) 

11 ___7ガソリン禁止 


♦ガソリン、シンナーおよびこれ5が混入した灯 
油、変費'灯油、ミちれたな油、水やごみの混じって 
いる灯油などは、絶対に使用しないでください< 

•口油は、おず火気、雨水、ごみ、高温および直 
お曰光を避けた場所で灯油専用容器を使って保 
管して < ださい。 


巧油とガソリンの見分けかたのポイント 


指先に使用燃料をつけて息を吹をかけます。 
(乂の気のない所でおこなって < ださい。） 





給油のしかた 



^ま后、 

給油は、必ず消火し、他に火の気のない所でおこなってください。 
火災のおそれがありまず。 

〇 

i 


消义 




給油の際の手順と注意 


油タンクふたを開けて、油タンクを取り出ず。 


給油□□金を左「〇」へ回して取りはずず。 

給油□口金を取りはずす前に、先端の弁部を巧すと、 
給油□口金び取りはずしやすくなります。 

給油ずる。 

•市販の給油ポンプの先端を、止まるまで軽く差 
し込んで、油量計を見ながら給油してください。 
(ホースび抜けないよラにを意しなが5給油し 
て < ださい。） 

•灯油は油量計の上部(ち図の給油位置今）まで 
給油してください。入れ過ざると、あふれ出るこ 
とびありますので充分ミ主意して給油してくださ 
し、。 




[油量計] 


給油位ち 



満至の位置 
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給油□□金を締める。 

給ミ由口□金をち「〇」に回して、確実 
に締めてください。 

♦こぼれた打油はよくふさ取ってくだ 
さい。 

♦給油口□盡は、斜めに締极たり、締 
めつけび不完全ですと、油漏れによ 
る火災の原因になります。また、違 
つた給油ロロをを取り付けますと油 
び出な< な0ます。 



油漏れのないことを確認ずる。 

給油□口金を下にして油漏れのないことを確認してください。 

♦油び漏れる状態で使用しないでください。乂災のおそれが 


あ0まず。 



油タンクをセットしまず。 

油タンクをストーブに正しく静かにセットします。 


燃料切れの注意 



♦油タンクの灯油びかなくなると、 「給油ランプ」 が点灯し、 ブザーが' 鳴り、デジタル表示部に残り燃焼可 
能時間(分) r ，'ご J 表示します。 

♦運転スイッチを押して消火してか5、給油してください。 

•給油しませんと、2分ごとにプヴー音び鳴ります。約1日分後に r 給油ランプ」 び点ミ威し、デジタル表示部 

の残り燃焼時間表示び「- 」 となり自動消乂しまず。 

•再運転する場合は、本体温度が充分下がってか5油タンクに給油し 、 r 運乾スイッチ」 を一度 r 切」 にして 
か5 r 入 j にしてください。 


点乂前の準備と確認 


油漏れの確認 

ストーブの置台または油タンクに油漏れがないか確かめて<ださい。 

万一、独漏れしている場をは必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または当社にご相談ください。 


給気ホース-排気筒接続の確認 

給気ホース-排気筒が正しく接続されているか確認してください。 
外れていると運転中に排ガスび漏れ大変危険です。 


ストーブ周辺の確認 

ストーブの周辺および給排気筒トップの周囲に引火物や可燃物を置かないでください。 








图使用前の準備 


(運転停止中にしかできません) 


dft 現在時刻び午後7時10分の場合 

または@のボタンを1度押ず。 

「時計ランプ」が点滅します。 

②デジタル表示を見なが6 @のボタンを 
巧して n 弓」に合わせる。 g, 

(3) デジタル表示を見なび5 @のボタンを 5 
巧して「ぶ」に含わせる。 


電源プラグをコンセント（家庭用 
AC100V) に確実に差し込む。 

♦デジタル表示部は「----」表示され 
まずので、現在の時刻をセットしてくだ 
さい。 



mm 設定温度 


室内湿度 



デジタル表示部 


®r 時計ランプ」び、点滅か S 点灯に変わり、設定が完了しまず。 

f -お願い- 

参ストーブの時刻表おびズレる場含は、コンセントを一度抜いて、をラー度差し込み直して、時刻を 
設定してみてください。それでを直らないとをはお買い求めの販売店までお問い合わせください。 
♦ストーブに初めて通輩したとをや、停電後や、電源プラグを 
损いて再通電した場合、デジタル表示は「—」表示され 
ますので、現在の時刻を設定してください。 


★省電力機能 


♦時計表示中に、已分間経過しますと、省電力機能がはた5いて、デジタル表示部が r 消灯」して、電力の 
消費を抑えます。 

時計表示を確認したい場合は、操作部の運転スイツチ攻外のどれかのボタンを巧すと表示します。 

運転スイッチを巧すと点火動作に入りまず。（運転中及びタイマー待機中この機能ははたらさません。） 




現在時刻の設定のしかた 


•嚷. ^のボタンは、一度押ずごとに]時間ま 
たは]分間ずつ進みまず。巧し続けまずと連続的 
に進みまず。 

•時刻合わせをする場合は、 「時計ランフ J び点滅し 
ている間に^’®のどち6かのボタンを巧し 
て < ださい。 

時刻をわせびできなかった場含は、をラー度^ 
またはのボタンを巧してやり直してください。 


デジタル表示部 


政 









固使いかた 


の r 運転スイッチ」を押して r 入」にずる。 

♦プヴー音がして r 運転ランプ」び点滅します。 

♦「温度ランプ」が点灯し、デジタル表示部に設定温 
度と室内温度を表示します。 

ご百 

(D 約2分後に自動的に点火し、 r 運乾ラン 雪 一 
プ」が点灯に変わります。 ち 


-お願い- 

♦ご購入されて初めて使用されるとさに、製品の塗料やパッキンなどが焼けることによって、におい 
や煙び出る場合があります。 

このような場合は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離れた所）を少し開け、半日か 5 
1日程度、 r 強」運転をしてください。 

•] 〜2回点火操作をして、点乂しなかった場合、何回ち点火しないでください。バーナー内にな油 
がたまりまず。販売店にご連絡ください。 

万一に[油がたまったことに気付かずに点火したとさは、「運転スイッチ」を押しなおして r 切」にし、 
たまったな油び燃えつきるまで待ってください。 このとき、電源プラグをコンセントか 5 巧かない 
でぐださい。 

♦点乂後約日分間は、温度調節に関係なく r 請燃焼」 します。 

♦点义後約2分間は、巧流用ファンは回りません。 

♦室温び日で私下の場合は、点火までの時間は約4分になります。 


運乾ランフ 


油タンクに灯油があるのに r 給油ランプ」 び 「点打」 または 「点滅」 している塌合は、ミ由受けを取り出し、 
ごみや水を捨て、灯油で洗浄してください。（: 「[7]点検•手入れ」 の I 油受けの掃原 1 参照) 

また、給油□口金が間違っていないか、確認してください 。 （ri 41 使用前の 準備」の p ■由の！; 面忘!参照) 


ぶ舰 巧-ぶ〕 



運転 


点义のしかた 


運転スイッチ 


デジタル表示部 








固使いかた 


室温の調節のしかた 


購入後、初めてお使いになる場合は、し那」に日む）が 
設定温度となります。 

丽設定湿度 室内湿度 


圍み gg 


または^ボタンを1度巧ず。 

「温度ランプ」が、点滅します。 

②温度を上げるとを。 

デジタル表示を見なげ5^のボタンを巧します。 

(D 温度を下げるとき。 

デジタル表示を見なが日0のボタンを押します。 


(運斬中にしかできません） 


運転 



♦温度設定をする場合は r 温度ランプ」 び点滅している間にボタンのどち5かを押してくだ 
さい。設定で定なかった塌ちはちラー度巧して、やり直してください。 

♦設定湿度は10で〜32で、室温表示は一9で〜3日でまで表示します。 

•室温表示は室温び一10でしソ下の場合 「 LoJ 、 36で政上の場合は r , S < ,」 と表示します。 

♦設定された室温にコント□ールずるために自動的に火力を調節しまず。 

♦-度設定温度をミ夫めまずと、その設定湿度を記憶していますので、変更をしない限り、消火媛再運 
範する塌合を同一設定温度になります。 

(停電や電源プラグを抜いた後でを設定温度を記憶しています。） 


-お願し、- 

室湿調節は、ストーブの位置や部屋の大去さなどで、おずしを前面パネルの r デジタル表示部」の室内 
温度表示と室温とは一致しません。 

このような場含は、ルームサーミスタを、工事説明書の y レームサーミスタの 配線(移動)）を参照し 
て、適切な位置に付け替えてください。 


エコ運輯のしかた (運輯中にしかで去ません) 


エコ運乾とは… 

♦灯油の消費を抑えることにより、 C 曰2排出量を抑えた環境にやさしいエコ□ジー機能です。 

♦エコ運範中はデジタル表示酣こ rf [ご」表示をし、設定温度と室内温度は表示しませんび、口油を 
節約するために内部的に下記の制御をします。 

①設定温度が2目むじ(上の場合は、25でに切り替わります。 

③設定温度より室温び約2で上昇しますと、自動的に消乂します。自動消火した後でを、運乾ラン 
プは点灯したままになります。 

③ 室温び設定温度を下まわると自動的に再点义します。 

④ 室温が設定温度付近で安定した場合に、設定温度を]で下げ、これを設定温度が2日て:になるまで 
繰り返します。 

•エコ運範中に SS ) または@ボタンを巧すと、設定-室内温度表示に切り替わり、温度設定をする 
ことがでさまず。 


デジタル表示部 


心 














午前 6 時 30 分に設定したい場を 


①「タイマーボタン」を押ず。 

初めて設定するとをはデジタル表示部の表示が 

「-」表示に変わり、「タイマーランプ」び点滅 

します。 

( D デジタル表示を見なが！5 SS のボタンを 
巧して「 SJ に合わせる。 

(3) デジタル表示を見なが5 輪のボタンを 
押して r ぶ?」に合わせる。 



設定のしかた 


このストーブのタイマー運転は、その時の室温により自 
動的にタイマー運転による点火時刻を変え、希望の時刻 
にはお部屋を暖か < しておさまず。 

(室温1日ご攻下の場合） 


室温によるタイマー点火時刻の自動変更 
巧上設定時刻 
0で〜1日で一設定時刻の1日分前 
日でし U 下^設定時刻の20分前 


タイマー運転のしかた 




運転 


設定のしかた 

①「エコボタン」を巧ず。 


>巧[•引表示に切り替わりエコランプが、点灯し設定 
されます。 

>エコ運転は一度設定ずれば、記憶されまず。ただし、 
設定び記憶されていてを消乂時には表示されません。 


解除のしかた 
( Dr エコボタン」を巧ず。 


♦設定■室内温度表示に切り誓わり、 エコ ランプ表示び、 
消に[し解除されます。 

♦電源プラグを抜いたり、停電びあった場合は、自動 
的に解除されます。 

•解除後はエコ運転設定前の設定温度にをどります。 




(タイマーを使用して暖房を始めたいとを) 

タイマー運転をする場合は、 r 间 使用前の準備」 の I 搞在時刻の設定のしかた I に従って、時刻合わせを 
してからでないと、タイマー運転でをません。 













固使いかた 


♦ のボタンは、一度押ずごとに 1 時間または 1 日分間ずつ進みます。押し続けますと連続的 

に進みます。 < 

♦時刻合わせをする場合は、 「タイマーランプ」 び点滅している間に^のどちらかのボタンを 
押して < ださい。 

•設定できなかった場合は、わラー度 r タイマーボタン J を押してやり直してください。 


④ r タイマーランプ」が、庶威している間に r 運転スイッチ」を巧して「入」にずる。 

少し待つと、「タイマーランプ」び点灯してデジタル表示は現在の時刻を表示してセットび完了します。 

. -お願い-^ 

♦タイマー運嚴は、一度タイマー運転時刻を設定ずれば、変更しない限り、 「タイマーボタン J を巧し 
て r タイマーランプ」 の点滅中に、 r 運乾 スイッチ」 を r 入 J にするだけで同一時刻で設定が完了しまず。 
(停電や輩源プラグを抜いた後でをタイマー時刻を記憶しています。） 

♦r 運転スイッチ」 を押して、 r 運輯ランプ J び点滅しているとをに、 「タイマーポタン J を押ずと、 「夕 
イマーランプ」 び点滅し、少、し待つと r タイマーランプ」 び点灯しセツトび完了します。 

•タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 


解除のしかた 


タイマー運転操作をした後、タイマー点乂時刻前に通萬運転をおこないたい場合。 

〇「運転スイッチ」を押して「切」にずる。 

一[タイマー運転の解除] 

@ r 運乾スイッチ」を再度巧して「入」にずる。 

-[通常運転開始] 


タイマー運転の注意事項 


-お願い- 

♦通常運転中に r タイマーボタン J を押すと、消火して r タイマー運起 J の状態になり、タイマー運転時 
刻に自動的に点火します。 

•タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または運転停止時に r タイマーポタン」 を巧すと、 

10 砂間表示します。 

♦タイマー運転操作後に停電びあったとをや、ストーブを揺5して対震自動消火装置び作動したとさ 
は点火しません。 


丘 







消义のしかた 


①「運転スイッチ」を押して r 切」にずる。 

•「達転ランプ」びしば5 く点滅してから、消灯します。 
♦デジタル表示部は、現在の時刻を表示します。 


消乂後しば5くは対流用ファンは回転し続けます。 
その後自動的に停止します。 

巧流用フアンが止まるまで、電源プラグを破かない 
で < ださい。 


-お願い- 

♦ストーブの消义は 電源 プラグをコンセントか 5 抜 
き取ったり、ストーブをゆずって消してはいけま 
せん。 

•が出するときは、必ず消乂してください。 

•長期間鹽巧にずるとさは、必ず電源プラグをコン 
セントか6掠いておいてください。 



mm 設定湿度 


超度 

時 i 十 


室内湿度 

n n 
u u 


時分 


弓王] 


公チヤイみドミタイマ- 

© □リク 煩） 風 


消义後再点乂するときの注意 


消火後すぐに再点乂すると、過熱防止装置び作動したり、異常音び出ることびありますので、しば5く 
冷えるまで待ってか5再点火してください。 


クリーニング燃焼表示 


♦ク U —ニング燃焼はバーナー(燃焼部)巧の巧れを除去するための燃焼でず。 
♦強燃焼で約2時間切上の連続運記をしますと、デジタル表示部に 
[!：L G 弓」を表示して自動的に弱燃焼によるク U —ニング燃焼を 
おこないます。（約日分間カウントダウンします）その後自動的に 
ちとの燃焼が態にちどります。 


チャイルド□ックのしかた 


{ ^ 


I 給覆]設定湿度 室内湿度 

IjCLigsl 


運輯ランプ デジタル表示部 


チャイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って「運転スイッチ」を押しても点火しない 
よラにしたいときに使用しまず。 



















固使いかた 


設定のしかた 

①運乾中や運転停止中に「チャイルド□ック 
ボタン」を3秒む上長巧しずると「チャイ 
ルド□ックランプ」び点灯し、チャイルド □ 
ックが設定されまず。 

♦達転中は運転スイッチで消乂のみ操作巧能です。 

設定温度の変更などの他の操作はでをません。 
♦運転停止中はすべての操作がで定ません。 

解除のしかた 

(D チャイルド n ックび設定されているときに 
「チャイルド□ックボタン」を3秒む上長巧 
しずると「チャイルド□ックランプ」びミ肖 
灯し、チャイルド□ックび解除されまず。 


♦ご使用中に、においがしたり目がしみる場合は、給排気茵やパ 
ッキン部か5もがガスが漏れていることがちえ5れ危険でず。 
使用するのをやめてお買い求めの販売店にご相談ください。 

♦ストーブや給排気筒には、床暖房用の熱交換器などを取付けな 
いでください。 

ストーブや給排気筒に熱交換器などを取付けると排ガスの水分 
び結露しやす<な0、結露水び凍結して給排気筒を塞ぎ、不完 
全燃焼や排ガスび室内に漏れる原因となり危険です。また、ス 
トーブの寿命を短くする原因にをなります。 

♦屋外の給排気筒トップび雪に埋ちれたり、結氷していないか、 
日常点検してください。 

♦長期間使巧しない場合や、使用期間が終わ0ました5、必ず電 
源プラグを抜いてください。 

ほこりやミちれびついて発火ずることびあります。 

♦このス I -ープは、雷に対する安全機構をそなえていますが、雷 
の条件によってはス I -ープび故障ずることびあります。雷が発 
生したら電源プラグをコンセントか5抜いてくださると安全で 
ず。またストーブをいためることおありません。 

•油成分が多量に飛散する場所では使用しないでください。 

♦ストーブの近くでラジオなど使用ずると、ラジオに雑音が湿入 
するおそれびあります。 

♦使用中、停電や電源プラグび抜けた後に再通電しますと、デジ 
タル表示部に 「> E - ご」び表おされます。このような攝合の再 
点火は、しばらく待ってス I -ーブの本体温度が充分下がってか 
らおこなってください。 

♦正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色が混じります。ま 
た炎はある程度片寄ったり、ゆれることびありますが異常では 
ありません。 




0 


100 V 


.コンセント 


電源プラグ 


迁思 


I ★高温部接触禁止 I 

燃焼中や消火直殺は、高温部、給排気筒トップ、ルーバーなどに手な 
どふれないで < ださい。 

やけどのおそれびあります。 


風 

接触禁止 


使用上のま 

















国安全装置 


♦まを装置が作動ずるのは何5かの異常があるときですか5、下記の処置をしても正常にな5ないと 
をは、お買いホめの販売店にご相談ください。 

•安全装置び作動した場含は、「運転スイッチ」を押し「切」にしてから、下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」を押して「入」にしてください。（再点义操作） 


安全装置 


対震自動消义装置 
E - 5 


す売全燃焼防止装置 

E-B i 

ら-ら3 

E- SB 
HHH } 
HHHd 
HH HB 
HH 


点义ま全装置 
ら■さ 


はた5さ 


参運転中にストーブ本体び地震(震度約日が上） 
や強い振動、衝撃を受けた場合、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

♦タイマー運乾中に弓を表した場合、夕 
イマー運乾は解除されます。 


参運転中にストーブ本体近辺の室内空気に巧れ 
び発生した場合、不完全燃焼による危険を防 
止するために、自動的に達転を停止しまず。 

( E " 6 • から f - b 5' 表示） 


•不完全燃焼通知機能 

不完全燃焼防止装置が連続して作動したとさ、 
不完全燃焼による危険を防止するために、作 
動したことを通知して、自動的に運転を停止 
します。 

(: 掘 I から HH hi 3 表示 ) 


参再点义防止機能 

不完全燃焼防止装置び連続して作動したとを、 
不完全燃焼による危険を防止するため、自動 
的に運乾を停止します。し S ' WW ' ィ表示） 

再点火防止機能が作動ずると、政後の点火操 
作びでさな < なります。 


♦点乂ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないとをに、運乾を停 
止します。 


停電を全装置 

E - 0 


燃焼制御装置 
'5 - •弓 


過熱防止装置 
!さ 


♦運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電 
源が切れたとさは、自動的に運乾を停止します。 
♦再び通電されてを運転しません。 

♦タイマー運転中に惇電があった場合、タイマ 
一運乾は解除されます。 


♦燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 


参対流用ファンモーターの故障や異萬燃焼など 
の原因でストーブび異常過熱したと定、また 
はファンフィルターにほこりびつまった場合 
に、乂災などの危険を防ぐために燃焼を停止 
します。 


E - 表示は安全装置び作動したとさのエラー表示です。 


処 置 


参地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒のがれな 
ど異常がない ことを 確認し 
てから再点乂してください。 


参部屋の換気をした後、機器 
の損傷、給排気筒のがれな 
ど異常のないことを確認し 
てか5再点火してください。 


♦部屋の換気をした後、機器 
の損傷、給排気筒のがれな 
ど異常のないことを確認し、 
電源プラグを差し直して再 
点火して < ださい。（販売 
店にご相談ください。） 


•販売巧に ご 相談ください。 


参点火ヒーターの故障び原因 
で運転を停止したときはパ‘ 
-ナー底に灯油がたまりま 
す。たまった灯油をふ去取 
つてか5、ご使用ください。 
(販売店にご相談ください） 


♦再点乂操作をします。 
♦現在時刻の設定とタイマー 
点乂時刻の設定をやりなお 
します。 


参再点乂操作をします。 


参フアンフイルターの ほこり 
を取り除いてから、再点火 
操作をします。 

♦処置をしてち、繰返し作動 
するとをは、いったん運転 
スイッチを「切」にして、販 
売店に連絡してください。 


お願い 


詳しくは 、 r II 印故障•異幫の見分けかたと処置方法」 を参照してください。 


すべての処置は必ずストーブ 
を消火し、本体温度が巧分下 
びってからおこなって < ださい。 





3 点検-手入れ 



★ルーバーのほこり 


•ルーバーび巧れたり、ほこりび付着した場合は、掃除機や、固くしぼった 
濡れ雑巾などでふさ取ってください。 


点検-手入れをおこなうときは 


•点検■手入れをおこなうとさは、ストーブを消火し、ス1-ーブが充分冷えてか日、必ず電源プラグをあ 
いておこなつてください。 

♦部品に触るときや、内部を掃除するとをは、手をけがしないよラに、手袋をはめておこなってください。 
♦ストーブをベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 

•電装部品や燃焼部の取りはずし、分觸はおこなわないで < ださい。 


使ラたびに] 


★ 周 囲の げ態 

♦ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃え 
やすいをのを置かないよラにして<ださい。 
♦ス I -ープはいつち清潔に掃除してください。 
ミちれたままのご使用は危険のもとですし、ス 
トーブのいたみを早めまず。 

•給排気筒及びトップの周西には、危険物や障 
害物びないよラにしてください。 


★ほこり 


♦ス I -ーブについたほこ0やミちれは、掃除機で 
吸い取ったり固< しぼった濡れ雑巾などでふ 
を取ってください。 

居臭気 •_ すず J 

♦燃焼中に排ガスのにおいびしたり、給排気筒 
トツプか百すすび出ていないか確認して<だ 
さい。 

異常があれば販売店に連絡してください。 


★油漏れ、油のたまり、油のにじみ 

♦油タンクやス I -ーブに油漏れかまたは油のたま0、 
油にじみびあるかどラかを調べる。給油のときこぼ 
れたな油はよ < ふさ取って < ださい。 

万一油漏れによって油のたまり、油にじみび生じて 
いるとをは、消火操作をし、原因を確かめ防漏処置 
をし、油漏れがなくなったことを確認した後、漏れ 
た好油を取り除いてか5点义操作をしてください。 


垣台に 
油にじみは 
ありませんか。 


♦油タンクの給油□□金の弁部など 
に、ごみがはさまっている塌合び 
ありますので取0除いて < ださい C 


★ のぞを窓 J I ★フアン フ ィルター 

♦のぞき窓びすすで巧れてくるよラな ♦ス I ブ背面のフアンフィルターのねじをはずし、引き抜いてから、 
場合や、破れびある場合は、販売店 ほこりを掃隙機などで取り除いてください。 

に才目談の上、修理交換してください。 * パ ファンフィルタ- /~ノ、 \ Sn 


ri 箇月に1回拟上三 












fr 電源プラグ•コンセント 

♦電源プラグ、コンセントにほこりや巧れがたまると火災の原因 
になることがあります。3箇月に]〜2回電源プラグをコンセ 
ントから抜いて、付着したほこりや汚れを取り除いて<ださい。 


★油受けの掃除 


•油受けは灯油は通しますが水は通しにくいフィルターででさていま 
す。油受けに水やごみがたまると、油タンクに灯油びあるのに、「給 
油ランスび「点測して消火することげあります。 

参「油タンク」を取り出してか6、「油到ブ」を傾けないように取り出し、 
たまった水やごみを取り除いてください。 

r -お願い-^ 

油受けは、かで洗わないでください。必ず'灯油で洗ってください。 




シーズンに1回 !; Lb 


み—バタ Z 

♦燃焼中、室内ににおいびこもるような場合は、 
とくにを意して点検してください。 

•燃焼筒とバーナーの接続部、熱交換器の上部 
• 点乂 ヒーターの 取り付け部 


皮島媒ーター 

•点火ヒーター及びパッキンびち<な0、切れた 
り、ずさまなどがあると、点乂不良及びガス漏 
れの原因になります。 

(販売店にご相談 < ださい） 


★油受けざ！5の 掃除 1 

♦油タンクと油受けを取り出し、市販の給油ポンプ等で油タンクや油受けざ5内の水やごみを取り除いてくだ 
さい。 




I 女燃焼リング、バーナ ー 、燃焼筒、熱交換器 I 

♦燃焼リング、バーナー、燃焼筒、熱交換器は高温になりますので焼損ずることびあります。とさどき点 
検し、変おや焼損していた5早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 

m 

















图点検-手入れ 


1シーズンに 


★給排気筒、排気筒 i 


ご使用中、においがしたり目びしみる場合は、給排気筒、排気筒やパッキン部か5排ガスが漏れてい 
ることが考え5れ危険でず。点検後お買い求めの販売店にご相談ください。 


♦給排気筒や排気筒の接続部のがれ、ゆるみ、つまり、腐食、固定の:!犬態、給排気筒トップの周囲に可燃 
物がないかなどを、とをどを点検して、異常があればなおして<ださい。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製の U ング （0 U ング)は耐熱性のちのでずが、2〜3年で炭化す 
ることびあります。ゴムの硬化及び割れなどびある場含には、においや排ガスび漏れるおそれがあり 
ますので新しい部品に交換してください。 

■給気ホースがふさびつていないか点検してください。 



日1」ング 

種類 

運動用日1」ング 

呼び径 

P 39 4種 C 

材質 

シ1」コンゴム 


地震などの災害が発生したときの点横について 


•地震などにより製品に振動、衝撃が加わったときは、運転をずる前に必ず次の点横を実施して<ださし、。 

區 Mfj 

♦機器の損傷の点検•給排気筒回りのがれ、漏れの点検♦ストーブや油タンクからの油漏れの点横 
•点検で異萬びみつかったと舌や、点検した後に使用しているとさ、排ガスのにおいがしたり目びしみる 
場合は、使巧を中止して、販売店または別紙の G お客様相談窓口一覧]に修理依頼をしてください。 


国定期点検 


長期間ご使巧になりまずと、機器の点検が化要でず。機器の寿命をより長ぐ、より良い燃焼で快適にまを 
にお使いいただくために、2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買い巧め店、または修理資格者!:（お） 
日本石油燃焼機器保守協を （ TEL 03-349 日- 2928) でおこなう技術管理講習会修了者（石油機器技術 
管理±)など〕のいる店、当社などにお問い合わせ < ださい。 


f 定期点検の内容 1 

項 目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

•油受けの掃除 ♦油受けざ弓の掃除 

♦ストーブや油タンクからの油をれ 

機能部品の点検- 
確 認 

♦電気配線-安全装置のはたらさ•操作部品-動く部品のはた6さ 

消耗しやすい部品 
の点検■交換 

•点火ヒーター、燃焼リング、ク□スマット、給油□口金、油受け 

掃除-点検*璧備 

\ 

♦本体内部、フ ァン フィルター、対流用茂風機、ブロアケース(ブ□アモーター） 
•各接続部のパッキン、 0 U ング♦給排気経路の接続、つまり 












量法定点検（長期使用製品安全点検制度) 


♦この製品は消費生活用製品ま全法(消安法)に定められた特定保守製品です。 

♦特定保守製品は、お客様自身による保守び難し<経年奠化による重大事故の発生のおそれがある 
ため、消安法により長期使巧製品安全点検制度の対象に指定された製品です。 

•点検期間にまを点検馆償)を受けていただくことが求められています。 

•この製品の設計標準使用期間は8年としていますび、製造年か57年機の6月から9年禮の巨ちまで 
を法定点検期間と設定していまず。(具体的なまを点検期間については本体に表示しています。） 

ご登録いただいた所有ち情報に基づを、点検通知を送付いたしまず。 


♦特定保守製品とは… 

消費生活用製品のうち、長期間の使用に伴い生ずる祟化(経年祟化）により安全上支障び生じ、一般消 

費ちの生命または身体に対して特に重大な危害を及ぼすおそれが多いと認め5れる製品であって、使 

用が況等か5みてその適切な保守を促進ずることび適当なもの(消ま法第2条第4項)として指をされた 

製品■です。 

•法定の点検期間が到来した目点検を受けましよラ。 

• 特定保守製品は、経年劣化による重大事故を防止するために、製品毎に設定された点検期間中に点 
検を受けることが製品の所有者の責務として求め5れています。（消安ま第32条の 14) 

本製品に表示されておりまず点検期間び到来しました5、忘れずに点横を受けましよラ。 

• また、本製品にはタイムスタンプ(点検時期告知)機能が搭載されております。使用時間が設計標準 
使用期間相当になりました!5、デジタル表示部に]分間に1回「88留」を表示してお知5せしまず。 
使用状況によってタイムスタンプ機能が設計標準使用期間とずれることをあります。タイムスタン 
プ機能を辭除したい場合は、株式舎社トヨト S 業務課日已 2-822-1] 44へご連絡ください。辭除し 
た場合でち設計標準使用期間からさ5に]年相当の使用期間びあったとさに、再度タイムスタンプ 
機能びはた5をまず。 

• なお法定点検後ち使用を継続ずる場合には、こまめに （1 〜2年)法定点おに準じた点横を受けること 
が本製品を安全にお使いいただくために必要となりますので、ご注意ください。 


♦法定の所有者登録をしましょラ。 

• 特定保守製品の所有者は、この製品の製造(輸入)事業者に法定の所有者登録をすることが求め5れ 
ております。（消安法第32条の8第1項及び第2項）製品に同徊した r 所有者票」に記載して投函または 
政下の連絡ち法にてご登録をお願いします。 未だご登録がお済みでないちや、所有者登録の内容に 
変更が生じた場合には、速やかにご登録をお願いします。ご登録されていませんと点検通知の送付 
がでをません。 

• ご登録いただいた所有ち情報は、消安法、個人情報保護ま及び当社規定により適切な安全対策のを 
とに管理し、法を点検、1」コール等製品安全に関ずるお知らせをする場合し^外には使用致しません。 

. 所有者票びお手元にない場含は、お問い合わせ連絡先にご連絡ください。 


■所有者登録の方法 

• 戸斤有者票(返信； V ガキ)でのご登録 

製品に同個されている所有者票に必要な事項を記載の上 r 保護シール」を貼り付け返送願います。 
•インターネットでのご登録 
下記のァドレスから登録いただけます。 
http://www.toy 曰 tomijp/l Oken.html 
• 電話でのご登録 

株式含社トヨト S 業務課日已 2-822-1 144へご連絡ください。 

受付時間は、受付時間/平曰9 ; 00-17 : 00 

※年ま年始や夏休み等当社の休日に ついては、 下記のアドレスか5ご賣いただけまず。 
http://www.tovotomi.jp/profile/office/index.html 


♦法定の点検通知をします。 

法定の所有者登録をいただいたちに、法定の点検通知をいたします。（消安法第32菜の 12) 

引っ越し等で所有を登録の內容に変更が生じた場合には、上記の変更登録をお願いしまず。 
変更登録をされませんと点検通知の送付ができません。 


4 





回法定点検(長期使用製品ち全点検制度) 


【本穀品の設計標準使用期間について】 

本製品は、設計標準使巧期間を8年と算定しており、適切な点検をずることなく、この期間を超えて使 
用されますと、経年劣化による発乂-けが等の事故に至るおそれがございます。 

※設計標準使用期間とは、標準的な使用条件（下記のく設計標準使用期間の算定の根拠>参照）の下で、 
適切な取扱いで使用し、適切な維持管理がおこなわれた場合に、安全上支障なく使用することがでさる 
標準的な期間として設計上設定される期間で、製品毎に設定されるをのでず。（消ま法第32条の 3) 

X —カー無慣保証期間とは異なるをのですのでごを意 < ださい。 


<設計標準使用期間算定の根拠> 

本製品の設計標準使用期間は、製造年月を始期とし、日本工業規格 J 侶 S 2073「家庭用密閉燃焼式 
石油温風暖房機の標準使用条件、標準加速 モー ドあび試験条件」に基づき政下の使用条件を想をして、 
当社において耐久試験等をおこなった結果算出された数値等に基づさ、経年劣化により安全上支障が 
生ずるおそれが著しくかないことを確認した時期を終期として設計標準使用期間を設定しておりまず。 


項 目 

条 件 

年間使用時間 

2,已日日時間 

換気回数 

] 回 /h 

暖房設定温度 

22で 


また製品の設計標準使用期間の算出には、上記と使用年数一故障率の特性を使巧して8年相当と算出し 
ています。 

くごま意ください！> 

•本製品を上記の標準的な使用条件を超える使用頻度や異なる使用環境でお使い頂いた場合においては、 
設計標準使用期間よりわ早期に安全上ち障を生じるおそれが多くなることび予想されまずので、製 
品に表示している点検期間よりも早期に点検を受けましょラ。 

•具体的な点検期間は、当社業務課 (052-822-1 144) にお問い合わせください。 

•製品を目的がの巧途で使用したり、業務用に使用されるなど、上記の標準使用条件と異なる環境で 
ご使用された場含を設計標準使用期間の到来前に経年梁化等による重大事故発生のおそれび高まる 
ことげ予想されますび、このよラなご使用は、お控えいただくようお願いいたしまず。 

[点検をおこなラ事業所の配置その化体制に関する事煩】 

本製品の点検に関するお問い合わせはし U 下の連絡先よ0お願いいたしまず。 

■株式を社トヨトミ業務課 
Tel : 〇已呂 -822-1 144 
Fax :曰己 2-822-2742 
♦受付時間/平日日：日日〜17 : 0曰 

※年末年始や夏休み等当社の休曰については、下記のアドレスか S ご覧いただけまず。 
http :// www . toyotomi . jp / profiie / office / inclex.html 
♦点検料金について 

•点検費用は、お客様にご負担いただくこととなりまず。また点検の結果、整備び必要となった 
場合は別途整備費用び発生いたしまず。 

点検料金は技術料、出張料を合計した金額となりまず。なお点横料金の設定の基準は、下記の 
アドレスからご覧いただけまず。 
h 1: tp :// www.toyot 日 mi . jp / tyouki / index.html 
. 具体的な点検料金につさましては、上記の連絡先にてご確認いただけます。 

♦点検等に関する事業所は、 お客様相談窓口一覧 |(別紙参照)に記載の支店-営業所になります。 




【点おの結果必要になると見込まれる部品の保有期間】 


点検項目 

整備用部品 

口 □□も 

保有期間 

(1) 燃焼制御装置 

炎検知装置 

]0年 

(2) 安全装置 

対震自動消义装置、不完全燃焼防止装置 

] 日年 

(3) 過熱防止装置 

ノくイ；>< タルスイッチ 

10年 

(4) 給排気経路 

給排気筒、給排気管 

10年 

(己）燃焼状態 

熱交換器、点火ヒーター、燃焼リング 

10年 


※上記部品は経年劣化により不具合び発生するおそれのある箇所に関する部品であり、補修用性能部 
品(製品の機能を維持するために必要な部品）とは異なります。 

なお補修用性能部品の保有期間は製造巧切り禮7年でず。 

【本製品の清掃その化日常的におこなうべき巧守の内容及びその方法】 

•本製品を安全にご使巧いただくためには、お客様においてを曰常的に清掃や安全確認をおこなって 
いただくよラお願いいたします。 

•本製品の取扱説明書18ぺージ 「囚点検•手入れ」 に記載の方法で清掃や安全確認をおこなってください。 
•清掃や異常を感じた場合の措置をおこなラ隙には、製品の運範スイッチを「切」にして電源プラグを巧い 
てからおこなって < ださい。 

•本製品の取撒説明書23ページ 「画故障•異常の見分け方と処置方法」 に基づいて調べて異常び生じた 
場合は、直ちに使巧を中止してお買い求めの販売店に連絡してください。 


画故障-異常の見分けかたと処置方法 


修理を依頼される前に調べていただきたいこと 


♦修理を依頼される前に下表の内容を確 IS してください。 

下表のよラな:!犬態は故障ではありません。 


状 態 

説 明 

点 

乂 

消 

火 

時 

巧めて使用するとを、けむりやにおいが出る。 

製品の塗斜やパッキン、燃焼部に付着した油や 
ほこりなどび焼けるためです。 

点火-消火時に「キシ S 音」びずる。 

加熱、：令却時にでる金属の膨張、収縮音でず。 

点火してをすぐ温風びでない。 

_ 

不快な;令風を出さないためであり、ストーブ内部 
が暖まると自動的に出まず。 

初めて使用するとさは、電磁ポンプの振動 
音び大をい。 

ポンプ内に空気が混入しているためでず。しばら 
くすると止まります。 

点火-消火時に「ポッ」といラ音びする。 

着火-消火音です。 

/川、 

焼 

時 

V 

「カチカチ」時計のよラな音がする。 

電磁ポンプの運乾音でず。 

燃焼筒や熱交換器の一部が5す赤<赤熱ず 
る。 

異常ではありません。 

とさどさ黄色い炎がでる。 

異常ではありません。 








画故障.異常の見分けかたと処置ち法 
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111111 IP" 
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油タンクにな油び 


k 受けざらに水び入 


〇 〇 


水:混入の'な油をしっかり 
抜いて<ださい 


巧震自動消乂装置び 
作動した 


さい 

再点义操作をしてください 


燃焼 中 r カチカチ」音がずることがありますげ、 電磁 ポンプの 運乾 音で異常ではありません。 
表中の表示は「デジタル表示」（エラー表示）を示します。 



不良灯油を使用した X U U 販売店までごホ目談ください 

C - ピ 

省電力機能が作動し 〇操作部のいずれかの 

ました U ボタンを巧してください 


な油び給油のとさに 
こぼれた 


こぼれた灯油をきれいに 
&き取ってください 


巧油を入れて<ださい 


停電した 


電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 



処置をおこなってち改善されない場合や原因び特定できない場合や該当する現象がない場合は、お買いボ 
めの販売店までご連絡ください。 


故障.診断チ 


ツク表 


炎が大さ<ならない 


点乂しない 



















デジタル表示(エラー表示)の見方 


ストーブの運転中に異常び起こり消义した場合、下記のように、デジタル表示部に 「エラー表示」 しますので処置をしてください。 


f エラー表示 

原 因 

赃置方法 

E - 

0 

♦運転中に電源び切れました。 

♦タイマー点火待機中に電源び切れました。 
(停電を全装置び作動） 

•電源プラグの差し込みを確認し、再点火操作をしてください。 


と _ 

3 

•点义安全装置び作動しました。 

•販売店まで連路してください。 

E ~ 

与 

♦対麗自動消火装置げ作動しました。 

♦作動した原因を取 D 除き、再点乂操作をして < ださし、。 

E - 

5 

•運鼠中に消火しました。 

•販売店まで連絡して<ださい。 

国 

国 

•ブロアモーターび故障しました。 

♦版売店まで連絡してください。 

E- 

\E 

参過熱防止装置び作動しました。 

♦本体温度げ充分下びるのを待って、フアンフイルターを掃除し、 
再点义操作をしてくださし、。 

国 

画 

•； 一すーサ ー S スタび断祿しました。 

•) くーナー内に巧油びたま0ました。 

♦販売店まで連絡してください。 


凶 

♦着火 S スを3回しました。 

•販売店まで連絡してください。 

E- 

巧 

♦消火後ずぐに再点火操作しました。 

•しばらく待ってか5巧点义操作をしてくだごい。 

と _ 

\M 

♦排気筒びはずれました。 

♦排気筒を点巧して接続を確認し、再点乂操作をしてください。 


\B^ 

♦不完を燃焼防止装置びお居しました。 

•販売店まで連絡して < ださい。 

E- 

B l\ 

♦不完全燃焼防止装置び作動しました。 

♦部屋の換気をした後、ストーブ本体び充分に冷えてか5、機器 
の損傷、給排気筒のはずれなど異常のないことを確認し、再 
点义してください。 

巨- 

BE 



陋 

陋 

歐 

H l\ 

♦不完全臟焼防止装置び連続作動して、不 
完全燃焼通知機能びはたらさました。 

参上記姐置をおこなった後、電源プラグを差し直して再点火して 
ください。処置をしてを繰り返し作動するときは、販売店まで 
連緒して < ださい。 

从 3 

Hd\ 

HH hV-i 

•さらに不完全燃焼防止装置び連続作動して 
再点火防止装置びはたらきました。 

♦販売店まで連絡してください。 


給油ランプの点滅 

♦油タンクの灯油びなくなりました。 

♦灯油を給油してか5再点乂操作をしてください。 

♦油受けの掃除をして < ださい。 

層 • 

垂— 

パ‘一表 

示点滅 

•タイマー点乂時刻び設定されていません。 

•運輯スイッチを「切」にして、タイマー点火時刻を設定してく 
ださい。 


H , 

•室温び3目で上になりました。 

参ルームサー吾スタの取り付け位置びよく 
あ0ません。 

•ルームサー S スタの取0付け位置を確認し、適切な位置に移 
動させて < ださい。 

\ 

L 〇 

♦室温び一10む政下になりました。 

•ルームサー S スタの不良、断線、または配 
線抜けです。 

♦販売店まで連絡してください。 

ノ 





















圆故障.異常の見分けかたと処置ち法 


[ エラー表示 

原 因 

処置方法 ^ 

[し 

05 

♦ク U - ニング燃焼中。 

(約日分間カウントダウンします。） 

•約日分後に自動的に通常運転にをどります。 

全消好 

•省電力機能び作動しました。 

•操作部のいずれかのポタンを巧して < ださい。 

8 B 

、 房 

EI 

滅 

♦点検時期にな0ました。 

•图 法定点巧（長期使用製品受全点検制度） を参照してくださ 

い。 

ノ 


亞部品交換のしかた 


ィ 1 

A ま忌、 


★分解修理の禁止 

、 

故障、破損したら使用しないでください。 

不亮全な修理は、危険でず。 分解禁止 

•\ 


短期間に消耗する部品は特にありませんが、燃焼リング、電磁ポンプ、点乂ヒーター、パッキンなど 
の交換部品び必要な場をは、お買い求めになった販売店にご相談ください。 

♦部品交換の隙は、必ずトヨト S 純正の補修部品をお使いください。純正の部品じ(がを使用して万一 
故障や事故び発生した塌合、当社は責任を負いかねます。 


不完全な修理は危険でず。修理をお夏けになる 場 食は、財回法人日本石油 燃焼 機器保守協会でおこな 
う技術管理講習会修了者(石独機器巧術管理±)などのいる販売店で修理されることをおずすめしまず。 


劑呆管(長期間使用しない場合) 


♦ストーブを保管ずる場合は、 「囚点巧•手入れ」 の項を参照して、ストーブの手入れをしてから保 
管してください。また、いたんでいる箇所は修理をしてか 5 保管してください。 

♦格納-保管場所は、湿気-火気-高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかをストーブ 
の上には重量物をのせたり、人びのったりしないよラ配慮してください。 


1ストーブを長期間使用しないで保管ずるときは、必ず電源プラグをコンセントか5巧いてください。 

2 ストーブを使用ずる季節が終り格納ずるとをは、油タンク、油受けを"5内の灯油を市販の給油ポンプ 
等で全部巧を取ってください。 

( 「を]点検 • 手入れ」 の I 油受けざらの掃原 1 参照） 

/-お願い- X 

油タンク、油受けざ旦に灯油が残っていると、請びたり、巧があいたりする原因になります。 


ス I ブや油タンクの表面をふいてください。 

♦固くしぼった霜れ雑巾や、薄めた中性洗剤でミちれを取り、乾いた布で水気を面さ取ってください。 
•シンナー、ベンジンなどでふくのはおやめください。塗装び変色したり、危険でず。 

本体にほこりびたま!5な U よラ、適当なカパーをかけて<ださい。 

附属品と r 取扱説明書 J • r 工事説明書」- r 保証書」ち紛失しないよう同時に保管してください。 











圃仕様 



FF - SV 30 AT 

密閉式石油スト-ブ•ポット式•強制給排気お•強制対茄形 
電気点乂 


燃 焼 が 態 

最 大 

最 ル 

燃料消費量 
発熱量 
熱 効 率 

暖房 出力 

一 

3.49 kW (0.339 L / h ) 

12560 kJ/h 

86.0% 

3.日日 kW 

l.lSkW (日.11日 L / h ) 

426日 kJ/h 

86.0% 

1.02 kW 

油タンク容量 

4.9 L 


電源電圧及び周波数 
を格消費電力 
¥1気筒の型式の呼び 


給排気筒の呼び経 


給排気 筒の壁賈通部の孔径 
排気 温度 


電 



1911^11 


■送油経路図 


高さ日 40 mm . 幅 460 mm . 興行3日日 mm (置台を含む） 

15 kg ___； 

1日日 V 日日/日日 Hz _ 

点火時2日日/2加 W 燃焼時 27/24 W 待機時1.日/ 0.8 W 

最大日80/目8日 W (点火初期時に短時間発生) _ 

FFP -320 


D 39 _ 

70〜 80 mm 


26日で於下 
4 A 

対震自動消火装置-不完全燃焼防止装置-点火安全装置-停電安全装置 
過熱防止装置-燃焼制御装置 


壁固定金具 （1 セット） • 標準給排気筒セット （1 セット）-木ねじ （1 本） 


I 配線図 


燃焼 U ング 
パ-ナ— 




点乂ヒーター 


フアンモー ター 


ブ□アモーター 


電磁ポンプ 


單磁ポンフ 


油受けざら 



給排気筒トップ 




三過熱防止装置 I 日日 。 C 
巧震自動消火装置 

不完を燃焼防止装置 


1 I 白 


パ、 

赤 = 
糧フ 


ルームサー S スタ 
K ーナーサーミスタ 


操作表示基板 


ホール1 C 


青 IZ 給油装置 


運転スイッチ 

























因アフターサービス 


保証について 


•流巧しておりまず保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載 
內容をご確認のラえ大切に保管してください。 

♦保証期間はお買いホめの曰より1年間でず。 

帳種 を依頼ずると丟 

♦r 面] 故障•異常の見分けかたと処置方法」 に従って、お調べください。直 5 ないときは、ご使用を中止 
し、おず電源プラグを抜いてから、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いただをたい内容は次の通りです。 

①品名 • • • FF 式石油暖房機(密閉式石油ストーブ） 

③型式の呼び… FF - SV 3 日 A 下 

③ お買い求め年月日 

④ 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ.おところ，電話番号 

♦修理に隙しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店が修理させていたださ 
まず。 

♦保証期間び過ぎているとさは、修理すれば使用でさる撮合には、ご希望により有料で修理させていただ 
をます。 

♦修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。 


この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項-注意事項および通常使用に反し 
て使用された場合の故障、事故につをましては、保証いたしません。 


[補修 用性能部 品 について 

♦密閉式 (FF 式)石油ストーブの捕修用性能部品の保有期間は製造巧切りを7年です。 

♦補修用性能部品とは、製品の機能を維持ずるために必要な部品です。 

I 乾居される場舍~ 

•このストーブは電源周波数甜、郎 Hz とを同一仕様です。 

♦電源周波数の異なった地域への転居でをそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地からの転 
居は再調整が必要です。工事説明書の 地仕様へのを更のしかた I を参照してください。 


A ま意 


★分解修理の禁止 


故障、破損した5使用しないでください。 
不完全な f 度理は、を険です。 


分解禁止 


故障-修理の際の連絡先 


アフターサ—ビスについて わからない場合は、お買い求めの販荒店、または、 r お客様相談窓□—覧I (別 
紙参照)までお問い合わせください。 










国据付け-移設について 

据付け-移設工事は販売店に依頼する 


♦据付けや移設工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでくだをい。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


•据付けについては、火災予防条例、電気設備に関する技術基準などの法をの基準がありまず。工事説明書 
の「ま全のために必ずお守りください」をお読みになり、販売店または据付業者とよくご相談してください。 
参標準据付け例については工事説明書を参照してください。 


給排気筒を延長する場合のを意 


♦給技 t 気筒を延長する場合は、3 m 3 曲がり L ソ下で取付け5れる場所を選定してくださし、。 


積雪地区におけるを意 


•積雪のるい地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないよラな取付場所を選定してください。 また、 
風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで、不完全燃焼を起こすことげありまず。 


据付け後の確認 


•据付けが終りました5、もう一度、工事説明書の「安をのためにおずお守りください」をお読みになり、 
工事説日月書に記載されている通り据え付け百れているかどうかを確認してください。 


試運転 


♦試運乾は、販売店または据付業着とご一緒に必ずおこなってください。 


mrnmMm 



r 回 使用前の準備 j の酵 油のしかた]、 I 点火前の準備と確認] に従って運転準備をしてください。 


龍^謂 

1•「[!]使いかた」 に従って運転させてください。 

P ♦ご購入されて初めて使用されるとさに、製品の塗料やパッキンなどげ焼けることによって、におい 
^ や煙が出る場合がありまず。 

このような場合は、お部屋の窓（給技原筒トップ取巧け場所より離れた所）をかし開け、半日から 
1日程度、 r 強 J 運乾をしてください。 



正常運転の目安 

参正常運転時の；くーナーの炎の色は、黄火がとさどをまじる青炎です。 


消火の手順 


♦ri 引使いかた」 の I消义のしかた 1 にがって消火操作をしてください。 




















情点検 ■ 

ム E かマ、な m 爪口:叶，1 づ爪ょ紛わ1 が 問ストブの補修用性能部品の 

★長年し使用の FF 式ストブの…、検を！ 保有期間は、製造欄り後 7 年でず。 

口 

ご使用の際 
このよラなことは 
あじませんか 

♦油をれする。 

♦点乂しに < い。 
•強いにおいびずる。 

•炎が異常に黄色い。 
♦運転中真常な音がずる。 
♦その齡異常•故障がある。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、 
コンセントか 6 電源ブラ 
グを巧いて、必ず販売店 
に点検*修理をご依頼< 
ださい。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

FF - SV 30 AT 

お買い求め年月曰 

年月 曰 

お買いおめ店名 

、、 

(電話番号） ( ) - 

J 


株式会ネ ±1-31-= 

ホームぺージ httpy/www.toy 日 t 曰 mi.jp 

本社干467-曰8已5 

名古屋市瑞穂区桃園町日番17号 
フ U - コール 0] 20- 1 04-1 己 4 
TEL く〇已2>822-1144 
FAX 〈052〉 822-2742 






